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本日の例会

オープン例会「祭礼における町鳶について」
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　2023ー2024年度テーマ

クラブテーマ 「　クラブを心のよりどころに　」
	 	 クラブ会長 土 師 幸 士
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出　席　報　告

来　訪　者　紹　介

R.I. 会長 ゴードンR・マッキナリー　　　地区ガバナー 栃　木　一　夫

今後の例会（卓話）予定

10 ／４ 「ダイヤモンドにブランド料はいらない。～ダイヤモンドによる資産形成とは～」
㈱ G・T・B・T　デザイナー　山名まや 様

10 ／ 11 移動例会　フラフェス in 浅草 10/14.15
10 ／ 18 新入会員イニシエーションスピーチ

飯島邦夫会員・吉村郁子会員

10 ／ 25 「TV チャンピオン家電王に聞く、省エネ・節電の極意」
東京電力エナジーパートナー㈱　副部長　中村　剛 様

会長挨拶＜土師会長＞
・時間が余りそうなので会長挨拶を少し長め
にしたいと思います。
　９月に入ってもまだ暑さが続いています。
皆さんにおかれましては体調には十分ご留
意頂ければと思います。
　本日は会員卓話として宮崎会員にお話しを
頂きます。宮崎さんの“人となり”を改め

て知るべく、皆さんで一緒に楽しく拝聴し
たいと思います。宮崎さんどうぞ宜しくお
願い致します。

　先週の例会での会長挨拶において、９月は
山手方面の神社でご祭礼が多いという話し
をさせて頂きました。

　そのご祭礼につきものなのが「直会（なお
らい）」でございます。地域によっては鉢

前回（9/20　1752 回例会）の記録

〈次頁へつづく〉

◆ゲスト 0名

◆ビジター 0名

	 46 名	 0 名	 4 名	 38 名	 8 名	 84.44％	 1750 回例会　欠席 7名

　	 ５日（32周年） 常見ご夫妻 ・ ７日（39周年） 渡辺ご夫妻
　　
10月結婚記念日

	 　９日（29周年） 潮田ご夫妻



ニコニコボックス
＜土師会長、江連幹事＞
・会員卓話「古希を迎えるにあたり」、宮崎会
員よろしくお願い致します。

＜藤掛、古谷、後上、浜中、原田、本間、五十嵐、
岩戸、勝畑、松丸、中橋、中村、太田、佐藤、
澤野、関原、髙木、髙橋、立野、常見、内田、
上野、上原、潮田、渡辺、𠮷村＞
・本日の卓話は「古希を迎えるにあたり」で
す。宮崎会員よろしくお願い致します。

＜後上、伊藤、宮崎、立野＞
・阪神タイガース優勝おめでとうございます。
＜松本＞
・阪神タイガース優勝、おめでとう！ トラ
キチの吉沼のしんちゃんもさぞ、ご満悦の
ことと思います。

幹事報告＜江連幹事＞
・2023−24会員名簿に誤記がございました。
修正版を改めまして配布致しますので宜し
くお願い致します。

・来週はオープン例会です。会員の皆様ご出
席の程、宜しくお願い致します。

洗いや鉢祓いと言ったり、呼び方は様々で
すが、要はお祭りが終わった後に関係者皆
さんと飲食を共にすることを今は指してい
ます。
　この言葉は「直り合う」という意味もあ
り、神社のお祭りにおいて、そのお祭り自
体が聖なる時間であって、それが終わると
聖なる時間から俗の時間に戻ると考えら
れ、その切り替わりをはっきりとさせる為
に関係者が集い、今年のお祭りも無事終わ
ったねとお互いに感謝し合いながら俗の時
間に戻る準備をする場でもあると云われて
います。
　これをロータリークラブに置き換えると、
この例会自体もある意味聖なる時間であ
り、終わればまたお仕事や普段の生活、つ
まり俗の時間に戻るとも考えられます。
　そうした区切りを大切にすることが、この
「直会」という言葉に込められている訳で
す。
　是非皆様にもおかれましても、この例会自

体を楽しい、また特別な時間と捉えて頂
き、午後以降、また明日以降のお仕事や
日々の生活の活力にして頂ければと思いま
す。

　さて、来週はオープン例会ということで、
11名のゲストをお招き致します。

　会員増強の観点から、いずれはその方々が
当クラブに入会をして頂くことが大きな目
的ですが、先ずはロータリークラブの例会
がどんな雰囲気なのか、ロータリー自体が
どの様な活動を行っているかを知って頂
く、またとない機会と捉えております。

　会員皆様には是非それぞれにゲストの方々
へお声掛け頂き、楽しく有意義な時間であ
ることを知って頂く機会になれば幸いに存
じます。

　そして、ご参加頂いたゲストの方々には、
先程話しました“楽しく特別な聖なる時
間”を味わって頂く、そうしたオープン例
会にしていきたいと思いますので、皆様の
ご協力をどうぞ宜しくお願い致します。



会員卓話

「古希を迎えるにあたり」

＜今週担当　五十嵐　拓真＞

■古希を迎えるにあたり、改めてロータリーを含めた、人生を簡単だが
振り返ってみる。

■まず東京浅草中央ロータリークラブは素晴らしいクラブ、
　チャーターメンバーが率先して襷をかけ、
受付や会場運営や司会に携わっていただいている。
　その生き生きとした姿勢に感銘を受け、尊敬し、
当クラブに入会して良かったと心から思う。

■ 30 代で家庭を持ち、40 代は仕事で海外展開に力を注ぎ、
　50 代は仕事に注力しつつ、仲間と過ごす時間を増やしてきた、
　60 歳前にその仲間からロータリーに誘っていただき、
クラブメンバーに出会えたことに大変感謝している。

■振り返れば、人は様々な「出会い」によって成長していく、
人との出会いだけではなく、仕事、文化、グローバルとその機会は多
岐に渡る。
最近は日本中にある神社に関心があり、今後も見聞を広めていきたい。

■最後に、次年度に会長を仰せつかることになった。
70 代の会長として、正直不安な面もあるが、各メンバーに協力をいた
だきながら、大好きな東京浅草中央ロータリークラブを継続し、少し
でも育てていけたらと思う。
　皆様、今後とも何卒よろしくお願いいたします。

宮　崎　守　弘 会員




